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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

14（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 

放課後 

補講期間 

15（火） 全学年 火① 火② 火⑤ 火⑥ 

16（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 

17（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 

18（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ プレミアムフライデー 

 

mamas café 来週の日替わりランチ  

14（月） 15（火） 16（水） 17（木） 18（金） 

豚汁 

アジフライ 

高菜の和え物 

ヤムニョムチキン 

人参しりしり 

スープ 

トルコライス 

サラダ 

スープ 

鮭ホイル焼き 

鶏と根野菜の煮物 

みそ汁 

太平燕 

春巻き 

おにぎり 

 

（今日のイイね！） 

 

 

先日東京出張の際に羽田空港の新

しいロビーで自走型の車椅子を見ま

した。コンピューター制御で車椅子

自身の意思で走っていました。 

とても便利で素敵なことです。し

かし、便利になりすぎて誰かが誰か

のお世話をする機会が尚更減ってい

ってしまうのが心配です。迷惑をか

けあえる社会こそが素敵だし、そも

そも車椅子の方の歩行のお手伝いを

することは迷惑でも何でもありませ

ん。便利さは諸刃の刃なのです。 

 

自分だけは 

毎朝出勤する際に、福工大前近くの踏切を通過します。ちょっと変わった交差点の

作りになっていて、踏切の向こう側は三叉路、こちら側と合わせると五本の道路が踏

切をはさんでいるのです。朝の時間帯はこれに社会人の方の出勤、城東高校と和白

丘中の生徒さんの登校も重なるので、かなり混雑した状況になってしまいます。 

 

私は城東高校側から右折する形でその踏切に差し掛かります。対向車は左折の

順番を待っています。踏切の向こう側からもこちら側に車が進入してきますが、その

車が左折か右折かでこちら側の車の動作も大きく異なってくるのです。 

 

こんな時に何より大切なのは「ゆずり合い」の気持ちです。「どうぞ」「ありがとう」

の連鎖で、大混乱のはずの交差点がとてもスムーズに流れるのです。決してルール

ではないし、ましてや警察官の方が交通整理をするまでもなく、お互いの思いやりで

事態が混乱することなく落ち着いて動いている瞬間が、私は大好きなのです。 

 

そんな中で、たった一台の車が我先に飛び込んでくることがあります。別にルール

違反でも何でもないのですが、ゆずり合いの流れの中では明らかにこちらの順番な

のに強引に突っ込んでくるのです。そのたった一台の出現で、現場は急に混乱をきた

し、やがて平穏を取り戻します。ただそれだけの現象なのですが、私にはとても残念

に思えてなりません。その一瞬だけのことなので、当人は気にしてないのでしょうね。 

 

ちなみに、中学生や高校生はそんな無謀なことはしないし、そっとお礼の会釈をす

るのも決まって子どもたちです。大人のモラルが社会性を低下させているのではない

でしょうか。「自分だけは」は、決してあなただけのことではないのです。 

 


